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文末疑問を表す「～か？」の音響的分析
王 伸 子＊
１．はじめに
日本語教育において初級の早い段階で学習項目として学ぶ疑問の助詞で
ある文末表現「か」は，学習者が発話する場合，その高さが不自然に聞こ
えることも少なくない。「～か？」の部分のみ，不自然に高く聞こえるこ
とも多い。実際には，高く発話しないと，疑問ではなく，確認，落胆を示
すイントネーションのようにも聞こえてしまう恐れもあるので，やはり，
ある程度の高さを維持することは必要であるが，突出した高さになってし
まうと，不自然になってしまう。逆に，上昇しきらずに中途半端な高さで
発話される文末表現の「か」もしばしば見られる。
これは学習者の母語の干渉や，学習が未熟であるという側面もあると思
われるが，そもそも，「～か？」の個所を高く発話するということについ
て，日本語学習者はどのように学習したのであろうか。初級の段階でどの
ように日本語教師に指導されたのかということについても検証しなければ
ならないであろう。
そこで，本研究では日本語母語話者がどのような文末表現の「か」を発
話するのかということについて，インフォーマントの録音を音響的に分析
し，「か」の部分が高く聞こえるという現象の，高さの要因をある程度特
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定することを試みる。一般に，高く聞こえるということの要因は基本周波
数（F０）の値だとされているが，母語が異なる学習者が聞いて学習する
ことを考えると，基本周波数だけがその要因のすべてであるとは限らない。
そこで，いくつかの音響的要素や，研究のアプローチなど，複合的角度か
ら観察するというトライアンギュレーション（triangulation）的に考察し
てみたいと思う。
そうした結果を受け，日本語教師はどの程度の高さを示せばよいのかと
いうことの提案も試みたい。
２．問題の所在
２－１．文末表現「か」の分類
文末表現「～か」の分類は，構文的，意味的にいくつかの分類があげら
れているが，ここでは仁田（１９９１）の分類を引用しながらまとめてある半
藤（２００３）を引用して，以下のように列挙した。
 質問
どこの映画館ですか。 （森村誠一『裁くの暗礁』）
 勧誘
もしよかったら，少しお話でもしませんか。 （森村誠一『砂の
碑銘』）
 依頼
クサカベ君，行ってくれるかッ （原田宗典『むむむの日々』）
 提案
ひとりで大丈夫？一緒にいってあげようか？ （三浦哲郎『素
顔』）
 詰問
じゃあおまえ，何か，俺に笑えと言うのか （原田宗典『むむむ
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の日々』）
 疑い
一体ふくらはぎが，どうなったのか。どうなったにせよ，出発ま
でに元通りになるのか。 （三浦哲郎『素顔』）
 推測
戦国生き残りの気風が，まだ満ちていた時代であったためであろ
うか。 （松島栄一『忠臣蔵』）
 迷い
起きているわけはないと思いながら安芸の手は自然にベッドの脇
にある電話の方へ伸びていく。「かけてみようか…」
（渡辺淳一「うたかた（上）」）
 逡巡
大丈夫だろうか，と立ったまま志穂の寝顔を見下ろしてると，茶
の間から電話のベルが聞こえてきた。 （三浦哲郎『素顔』）
 不満
（また，はじまったか）と馬渕はちいさく舌打ちした。（同上）
 気付き
もうそんな時間なのか。 （同上）
 決意
「じゃ，久し振りに行ってくるか。」（同上）
	 驚き
「十八も。そんなに咲いたか。」（同上）

 感動
「ううむそうか，嵐を呼ぶか。それはすごい。」（原田宗典『むむ
むの日々』）
 落胆
「やっぱり無理か。…」（森村誠一『砂の碑銘』）
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上記の～までは，仁田（１９９１）による分類を引用し，判断の問いか
けだとしている。さらに，この判断の問いかけには，「はい，いいえ」で
答えられる判定要求と，「はい，いいえ」では答えられないWH疑問文と
しての補充要求という下位分類があるとしているが，いずれも聞き手の意
向を問う形式になっている。一方，～は「～と思う（思った）」の内
部に納まるものであり，聞き手の存在は不要としている。
以上のもの以外にも，疑いや推測のもののようだが，聞き手に向かって
働きかけていこうとする「対他的意志」がないとする以下のような例もあ
げられている。
例：しかし，句読点だけでは切字をあまりにも小さく考えすぎるうらみが
ある。これはもうすこし自由に考えられないものであろうか。
（外山滋比古『省略の文学』）
２－２．初級段階の日本語学習者の問題点
いずれにしても，日本語教育の初級段階で学習するのは，聞き手の意向
を問う文末表現の「～か」であり，答えを要求する形式になっている～
である。については，学習者がしばしば正確に学習していないために
コミュニケーションに支障をきたすことにもなる，「詰問」であり，これ
は上昇のイントネーションをともなわない。学習者がコミュニケーション
に支障をきたすというのは，「月曜日までに提出するように言ってあった
のに，なぜ持ってこなかったんですか？」などという問いについて，答え
を要求する疑問文と間違えるというもので，理由を聞かれた問いかけと間
違えるという例だが，本論文ではこれについては言及しないので，また別
の機会に論じたい。
したがって，本論文で議論の対象とするのは聞き手の意向を問うという
構造の文末表現の「～か」で，日本語初級導入段階では上昇のイントネー
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ションをともなう指導をおこなう文についての文末イントネーションが，
学習者の発話および教師の導入の双方において，どのような高さを実現し
ているのか，そしてそれが適切であるのかどうかということとする。
３．先行研究
文末表現の「～か」のイントネーションについての研究は少なくない。
稲垣，佐藤，鈴木（１９９９）では，『しんにほんごのきそ』の会話文のう
ち，「か」疑問文の文末イントネーションについて，母語話者の発話を聴
覚的印象から上昇調か非昇調か判定して分析し，その結果，文末が上昇調
で発話されない場合がある要因として音声的特徴，コミュニケーション機
能，ディスコースのタイプの三つがあると指摘している。また「カ」の直
前の音が無声化した場合に「カ」が強く聞こえ，これを上昇ととる聞き手
がいることも指摘している。また，熊野，長岡，今田（１９９９）でも，同様
に『しんにほんごのきそ』の会話文読み上げ音声を音響的に分析し，上
昇の周波数について分析している。さらに，自然談話を分析しようと試み
たものとしては今田（１９９８）において，テレビ番組の中の談話資料を分析
し，自然談話における文末の「か」のイントネーションの観察をおこなっ
ている。いずれも，「～か」が上昇だけではないということを音調として
分類し，さらに，「～ですか」のように，無声化した音に後続する「か」は，
聴覚印象的に強く聞こえ，これを上昇と取る聞き手がいるという観察をお
こなっている。つまり，実際に物理的な F０の移動として上昇していなく
とも，上昇していると取る聞き手がいるという聴取評価の結果であり興味
深い。
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４．音響的観察
４－１．音読の音響的観察
先行研究にあるように，例文を読み上げたものを観察するものと，自然
談話を観察するものが考えられるが，本研究では文章の読み上げにおける
イントネーションを分析対象とした。日本語学習者が教室で学習する日本
語は，国内外ともに教科書の日本語であり，教室内の導入で適切なイント
ネーション指導をすることが理想であると考えるため，今回の観察では自
然談話は対象とせず，文を読み上げたときの録音資料を音声分析ソフトを
用いて分析し，その基本周波数（F０）曲線と intensity曲線をスペクトロ
グラフに描出し，一定箇所の基本周波数と，上昇箇所の上昇開始点と上昇
頂点の F０の値を測定し，さらに「です」と「か」の intensityの平均値を
測定し，それを記述したものの考察をおこなった。
４－２．実験対象文
前述の先行研究では日本語初級学習者を対象とした教科書『みんなの日
本語』の会話文を実験対象文としているが，本研究では，文末表現「～
か」を含む文をコーパスを利用して抽出した。使用したコーパスは「現代
日本語書き言葉均衡コーパス 少納言」である。この中から，小説を対象
にして文を抽出したが，その中には「 」でくくった会話文そのものを
含んだ文をある。
使用したのは，以下のものである。
イ．あのときに連れていらしたのは，お子さんですか。
（秋月涼介『紅玉の火蜥蜴』）
ロ．七項，八項については御異議がないんだそうですけれども，それ
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は間違っているんじゃないですか？
（久保田真苗君『国会会議録参議院特別委員会』）
ハ．心配そうに涼子の顔を覗き込んだ。「大丈夫ですか？」
（雑賀礼史『リアルバウトハイスクール召喚教師１１』）
インフォーマントが読み上げたものは，例えば，ロ．の「…間違ってい
るんじゃないですか」については，録音部分は「まちがってるんじゃ」と
発話しているものもある。同様に，ハ．の「大丈夫（だいじょうぶ）」は，
「だいじょぶ」と発話されている録音もあり，いずれも分析の対象とした。
実際の数値を計測する部分は，それより後ろの「です」「か」の部分なの
で，特に影響はないと考えたからである。
４－３．実験の手順
日本語東京方言母語話者であるインフォーマントに，前後の文脈を説明
した上で，例文部分を自分が質問するときのように発話してもらう。それ
を ICレコーダーに録音し，その後，コンピュータ上で音声分析ソフト Praat
を用いて分析する。ICレコーダーはパナソニック RR-XS４５０で，サンプリ
ングレートは４４．１KHZ，録音はWAV形式ファイルに保存したものを使用
した。
今回の実験は，基本周波数（Hz）や intensityのデシベルの値（dB）と，
それらの曲線を視覚的に確認することに主眼を置いたため，コンデンサー
マイクやポップスクリーンなどは使用していない。
実験協力者であるインフォーマントは以下の４人である。この実験では，
「か」の文末イントネーションが，母語話者によってどのように生成され
ているのかということのバリエーションを探ることが目的であるため，大
量のサンプルを得て量的調査をおこなう統計的検定を使用する分析を目的
としていないため，少数のインフォーマントの観察をおこなった。
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インフォーマントは以下のとおりである。
A．女性 ２６歳 母方言：日本語東京方言
B．女性 ８２歳 母方言：日本語東京方言
C．女性 ２６歳 母方言：日本語東京方言
D．男性 ２２歳 母方言：日本語宮城方言
４－４．
実験結果のスペクトログラフは，以下の通りである。
あのときに連れていらしたのは，お子さんですか。
図１ A．女性 ２６歳
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図２ B．女性 ８２歳
図３ C．女性 ２６歳
図４ D．男性 ２２歳
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図７ C．女性 ２６歳
それは間違っているんじゃないですか。
図５ A．女性 ２６歳
図６ B．女性 ８２歳
